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奥多摩ビジターセンター 本仁田山 地図と等高線

必要なもの～ つくりかた～

きれいに作るには～あると便利なもの～

1. 地図をすべてプリントアウトします。
2. 1から順番に重ねて貼り付けていきます。このとき、灰色の部分を切り取り、
白いパーツを下の点線に合わせて貼り付けます。＊点線は切り取り線ではありま
せん。切り取らないように注意！＊＊1には切り取るところはありません。
3. 最後に 11ページ左上にあるラベルを切り取り、好きなところに飾りましょう。

　本仁田山は奥多摩ビジターセンターの
すぐ裏にある山です。標高は１２２４ｍ
と奥多摩の山の中では比較的コンパクト
な山です。
　本仁田山は「ホニタヤマ」とよみます。
「ニタ」とは「ヌタ」がなまった言葉です。
ヌタ場とは水の出るくぼ地のことで、文
字通り、ぬたぬたした場所を指します。
どこにヌタ場があるのか、想像してみま
しょう。

　地図には高さを表す方法として、等高
線があります。等高線とは同じ高さの場
所を結んだ線のことです。等高線には 50
ｍごとに引かれる引かれる計曲線、10ｍ
ごとに引かれる主曲線 5ｍごとに引かれる
補助曲線があります（1/25000 地形図に
おいて）。この線の間隔が狭いほど、斜面
がきつくなることがわかります。山登り
などのときに参考にするとよいでしょう。
　この地図の縮尺は約1/50000です。等
高線は100mごとに引かれる計曲線を利
用しています。地図の北は上方向↑にな
ります。

・なるべく厚い紙に印刷しましょう。
・カッターはよく切れるものを使いましょう。
・薄い紙でもスティックタイプのノリを使うとシワになりにくいです。
・プリンターによっては枠線が出ることがあります。切り取らずに作ると額縁の 
ようになりますが、作成難易度は少し上がります。

・印刷用紙１２枚
・カッター
・ノリ

・定規

・ハサミ

・カッティングシート

・スティックタイプのノリ

奥多摩ビジターセンター／ CES
東京都西多摩郡奥多摩町氷川１７１－１
https://www.ces-net.jp/okutamavc/

クレジットを表示し、かつ非営利目的であり、
元の作品を改変しないことを条件に、本コンテ
ンツは自由に再配布できます。

と う こ う

せ ん

け い きょくせ ん

し ゅ きょくせ ん

ほ じ ょ き ょ く せ ん

・ ・ ・ ・



1このページの等高線は３００ｍ


